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新技申請についての判定 

日本ラート協会 

 

・新技申請 1，申請者：及川輝，判定：C 難度、構成「ベルトを外した中心系運動」に該当する、「ベル

トを外したブリッジ」に該当しない、技の系統「大ブリッジ」に該当しない 

 直転、ベルトレスの大ブリッジ後方回転～倒立移行～大ブリッジ前方回転 

 

・新技申請 2，申請者：安高啓貴，判定：難度なし 

 斜転、垂直斜転 

 

・新技申請 3，申請者：伊佐義史，判定：Ｃ難度（Ｃ18） 

 斜転、（ベルトレス大斜転～）両手を離した回転方向の切り返し、上リングの小さくした左右開脚屈身

立ち 

 

・新技申請 4，申請者：伊佐義史，判定：Ｃ難度（Ｃ17） 

斜転、（上リングの小さくした左右開脚屈身立ちから一旦倒す～）上リングの小さくした左右開脚屈

身立ち（回転方向を変える） 

 

・新技申請 5，申請者：高橋靖彦，判定：難度なし 

斜転、垂直斜転、片足開脚でのバリエーション 

 

・新技申請 6，申請者：高橋靖彦，判定：Ｄ難度，技の系統「膝懸垂でのスイング」 

直転、床を蹴って膝をかける～膝懸垂でのスイング～長座・後方回転 

 

・新技申請 7，申請者：井上咲子，判定：Ｂ難度 

直転、側方宙返り下り 

 

※新技申請2、5の垂直斜転（vertical spiral）については、国際規則との比較ではＤ難度相当と考え

られますが、現行規則では垂直斜転の定義自体も行えず採点が困難です。次年度以降、国際規則に

準じた規則変更を行ったのちに、難度の認定を行います。 

 

以上 


